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　こうした中、平成20年の１月に出された「幼

稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領の改善について」の答申6）にお

いて、「児童を取り巻く環境の変化を考慮し、安

全教育を充実することや自然の素晴らしさ､生命

の尊さを実感する学習活動を充実する」ことが生

活科の改善の基本方針のひとつにあげられたよ

うに､生命の尊さを実感する学習活動としての動

物飼育が担う役割は､依然として大きいものであ

ると考えられる。

｜　はじめに

１　生命尊重の必要性

　生命尊重に関する指導が､平成元年版小学校学

習指導要領道徳編に組み込まれて以後､生活科に

おいても学習指導要領の内容（７）で、「動物を

飼ったり植物を育てたりして、それらの育つ場所

変化や成長の様子に関心をもち、また、それらは

生命をもっていることや成長していることに気

付き、生き物への親しみをもち、大切にすること

ができるｅうにする」1）ことが明記されている。

　また、指導要録の「行動の記録」の評価項目に

も「生命尊重・自然愛護」があり、各学年毎に趣

旨が示されている2）。

　この、生命尊重の心が求められる背景には、①

身近な人の死に接したり、人間の生命の有限さや

かけがえのなさに心を動かされたりする経験が

少なくなってきている。②テレビゲームなど仮想

空間で遊ぶ機会が多くなり、生命の重さを実感す

る直接体験が少なくなってきている。③少子化な

どに伴う他者とのコミュｅケーションを深める

機会の減少にｅり、多くの人々に支えられて毎日

を過ごせることの有り難みを感じられる経験が

少なくなっている3）ことなどがあると考えられ

る。また、「自己家畜化」として、人間が自分た

ち自身をも野生の状態から引き離して、人間的な

都合の良い形で操作できる存在へと変化してい

る4にとや、子ども自身が生きる命の輝きに共鳴

できない、内的自然の歪みをもってしまっている

5）ことを指摘する声もあがっている。

-

　このように、生命を尊重する教育の重要性は、

広く認められ、生命尊重をスローガンに掲げる教

育が拡がってきている。そして、日本全国の多く

の小学校で学校飼育動物が飼育されている。しか

し、その活用には学校差が大きい。動物飼育の活

用差の大きい原因として、日常の動物管理の問題

やアレルギーの問題がよくあげられるが､その他

にも、どのｅうに生命を捉え、生命を尊重させる

のか､何のために動物飼育を行うのか等､動物飼

育の教育上の目的が明確でないことも原因では

ないかと考える。

　そこで、本研究では、今一度、生命を尊重する

教育として動物飼育の意義の整理を行い、動物飼

育の現状や課題から、生活科における動物飼育の

教育上の目的について考察することを目的とす

る。
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11　動物飼育の意義と効果

１　動物飼育の意義

　動物飼育の意義は様々な面から提唱されてい

る。例をあげると、日本獣医師会学校飼育動物委

員会報告の「学校飼育活動の推進について」では

児童・生徒の「心の健康の確保」のため、

１．生命観（動物飼育から学ぶ生命尊重の心）

２．動物観（動物の生理・生態、社会・経済

　　　　　　活動と動物利用の関係）

３．社会観（動物愛護・福祉、食育・食農）

４．自然観（人と動物の共生）

５．人格形成（感性、社会性、協調性、責任感。

　　　　　　　自発性、判断力等）

に果たす役割が大きいとしている7）。

　また、獣医師でもあり、全国学校飼育動物研究

会事務局長でもある中川美穂子は､以下の六点を

飼育の意義としてあげている８）。

１．生命力を養う自然体験のひとつ

２．我と他を教え、謙虚さと共感を養う

３．子どもの自尊心を養い、社会性を持たせる

４．生命を理解させる

５．自発性を養い、判断力、決断力を養う

６．動物との接し方は、子どもの心を表す

　獣医師である須田沖夫は、

　１．動物との触れ合いにｅり、子どもの心が開か

　　れ、表情豊かになる

２．孤立した子どもが飼育動物に触れ、世話する

　　ことで、級友との語らいができる

３．生きた動物に直接接することで、ものの見方

　　や考え方が変わり学習意欲も見られる

４．生命尊重、愛護思想、優しい心を育むといっ

　　た子どもの心を豊かにする効果が大きい

５．動物を飼育することで、自分の行動に責任を

　　もち、忍耐力、自信、やる気を育む

と表している9）。これらはいずれも獣医師の視点

でみた意義である。小学校教諭である中本久代は、

動物を飼育する目的を、

１。野生状態で観察が困難な動物の生態の観察を

　　容易にする

2.動物の成長や変化を長期にわたり継続して観

　　察する

３．動物の飼育を通して自然に興味･関心を持た

　　せる

４．動物を慈しみ､生命を尊重する心情や態度を

　　育てる

と表している1o〉。以下は、中川美穂子が先進国

での調査や各地の獣医師や教育者からの報告を

まとめたものである11)。ただし、動物に愛情を

持って半年以上飼育した場合の効果としている。

１．愛する心の育成：情愛教育

２．命の大切さを学ばせる：生命尊重・責任感

３。人を思いやる心を養う：共感・謙虚・協力

４．動物への興味を養う：知識欲・科学心への

　　　　　　　　　　　　刺激●冷静な視点

５．ハプニングヘの対応・工夫

６．緊張を緩める：癒し・人間関係改善

７．動物への接し方で、子どもの心の状態を知

　　る

＊１から６までの効果は､子どもと動物が心を通

　わせていないとみられない

　以上みてきたように、様々な効果が動物飼育に

はあげられているが､共通点は、生命尊重の心を

育むことである。その他を比較すると、教師側の

飼育の意義は子どもへの学習効果に主軸を置い

ていることがわかる。一方、獣医師側の飼育の意

義には、愛護思想など、人と動物のかかわり方に

ついても含まれていることが分かる。

　人と動物の関係についての研究者の横山章光

は、動物を介在させた教育の目的を

１．動物を通して生命・自然を学ぶ

２．動物との付き合い方を学ぶ

３．動物との関係性に焦点を当てる

４．動物を用いて学習効果を狙う

こととしている12)。これは動物から生命・自然
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を学ぶだけでなく、自然のなかの自分の在り方や

動物に自分がどう合わせていくかなど、自然観や

動物観、社会観にも目を向けた捉え方である。平

成11年に成立し、施行された「動物の愛護及び

管理に関する法律」13）の基本原則にも示されてい

るｅうに、「人と動物の共生に配慮」した教育が

今後、ｅり求められていくだろう。

　動物愛護の観点などを踏まえると､獣医師会の

まとめたものが、簡潔で理解しやすい。生命観・

動物観･社会観などの子どもの倫理面に動物が影

響を及ぼすことを念頭に、各学校でｅり焦点化さ

せた意義を設定することも効果的であると考え

る。いずれにしろ、これらは動物と関わり、子ど

もたちが愛情を感じてこその効果であることを

忘れてはいけないだろう。

２　動物飼育の効果の検証

　実際に動物を飼育することで、どのｅうな効果

が得られるのか、教師と子ども両方の調査から検

討する。

　（１）教師が感じる動物飼育の効果

　中川美穂子が平成14年に調査した、幼稚園、

小学校教師（計71名回答）から得た動物飼育の

子どもへの効果は以下のｅうであった14）。

　　　表１　動物飼育の子どもへの効果

１．慈しみ思いやりなどが育つ　…62％

2.交友関係が和やかになる　…34％

3.責任感が育つ　…34％

4.生命を実感する　…28％

5.子どもの気持ちを癒す　…27％

6.生物を知る　…25％

7.親・子・学校を結ぶ　‥･14％

8.不登校改善　…13％

9.クラスがまとまる　…13％

10.自信を持つ　…4％

　表１ｅり、「慈しみ思いやりなどが育つ」こと

が多くの教師が感じる効果であることがわかる。

この調査の結果は項目１以外はそれほど高い割

合を示さず、最も少ない効果は、項目10の「自

信を持つ」ことであった。

　「慈しみ思いやりなどが育つ」事例として、「世

話をするうち動物への優しい心が芽生え､人にも

優しくなる」ことが、「自信を持つ」事例には、

　「教室ではなかなか存在感をもてない子が､飼育

を通し自信をもち明るくなった」ことがあげられ

ている。

　（２）子どもたちへのアンケートからみる飼育の

　　　効果

　野田敦散らが平成17年に行った「生活科で育

った学力についての調査研究」15）から、子どもた

ちが回答したアンケートｅり飼育の効果を探る。

調査対象は小学校３年生､６年生､中学校３年生、

高等学校３年生である。

　まず、生活科で身に付いた力のうち、「動物を

飼ったり、植物を育てたりするなど生き物に親し

むことができるようになった」ことについての回

答数は1691人(2544人中）と、20項目中最も

多い結果であった。しかし、心に残る生活科の活

動として最も回答人数が多かった(1707人）活

動は、草花や野菜を育てる栽培であった。

　さらに、飼育活動の取り扱いは、植物栽培が７

割強、動物飼育が３割弱といわれている16）。地

域差はあるものの､動物飼育の実施の割合は低い

ものとなっていることから､先の調査でここでの

親しむことができるようになった生き物が動物

であるとは一概にいえない。しかし、この調査の

自由記述には､「動物と仲良くなれて楽しかった」

　「動物によく親しめたのが一番よかった」「動物

とかを大切にするようになった」のように動物飼

育に関するものも多く、表１でみたように、慈し

み､思いやりなどが育つ効果は高いといえるだろ

う。
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|||　動物飼育で育つ心と力

　（１）動物飼育で育つ心

　ｎ章でみてきたｅうに、動物飼育にｅつて子ど

もは動物と仲良くなり、親しむ。そして慈しみ、

思いやりなどが育つことがわかった。しかし、こ

の結果だけから生命尊重の心が育ったと安易に

いえるだろうか。青少年にｅる、家族をも傷つけ

る事件のｅユースは、後を絶たず、平成20年1月

に出された答申で述べられた「子どもの心と体の

状況」17）では、いじめやいじめにｅる子どもの自

殺が課題とされている。また、内閣府の「低年齢

少年の生活と意識に関する調査報告書」（平成19

年２月）は、平成11年と比較して「自分に自信

がある」と答えた小中学生が減少していることを

示した。自分に自信がある日本の子どもが国際的

にみて少なく、自らの将来や人間関係に不安を抱

えている現状があるとしている。

　現行の中央教育審議会教育課程部会は、「生き

る力」を育むにあたって重要な要素の例に、自己

に関すること、自己と他者との関係、自己と自然

などとの関係、個人と社会との関係の４項目を例

示している。特に自己に関することの例には、自

己理解（自尊・自己肯定）、自己責任（自律・自

制）など、自己と自然などとの関係の項目では、

生命尊重が例としてあげられている18）。ｅり生命

を尊重し、自己理解、自己責任の能力のある子ど

もを育てていく必要があると考えられる。

　自分に自信があるということは、決して自分へ

の過信や自分勝手を許容するものではない。自己

と対話を重ね自分自身を深めつつ、他者、社会、

自然･環境とのかかわりの中で生きるという自制

を伴ったものである。他者、社会、自然・環境と

共に生きているという実感や達成感が自信の源

となる19）と答申で述べられている。「自分に自

信がある子ども」という観点は、自分のｅさや可

能性に気付き、意欲や自信をもつことによって、

現在及び将来における自分自身の在り方を一層

強化していくことができる2o）という生活科の「精

神的な自立」と関連させて考えることができる。

精神的な自立は、生活科の究極的な目標でもある

自立への基礎を養うことの三要素の一つである。

　嶋野道弘は、子どもが自他の生命の大切さを実

感し、「自分を傷つけない」、「他人を傷つけない」

といった基本的な倫理観を踏まえて、生命を尊重

した行動がとれるようにすることを､命を大切に

する教育21）としている。

　また、近藤卓は、「本当に自分自身のいのちが

大切だと思えると、他者を傷つけたりすることも

ない。他者を傷つけるという行為は、自分のここ

ろをも傷つけてしまうためである」22）と述べてい

る。つまり、ただ動物を慈しみ、思いやりをもつ

だけでなく、自分を大切にして、自分も他人も傷

つけない心が育ってこそ生命尊重の教育といえ

るのではないだろうか。

（２）生活科で育った精神的な自立の力

　ここで、既述の「生活科で育った学力について

の調査研究」の生活科で身に付いた力の調査のう

ち、全20項目のうちの表２で示す４項目の精神

的な自立の項目について注目する。各学年で回答

数が異なるため､学年毎に分けてグラフに表した

ものを図１～４とする。

　　　　　表２　精神的な自立の４項目

17 : 自分の得意なことや友達のｅいところに気

　　付くことができるようになった

18 : できないことに挑戦したり、少しくらいの

　　失敗でくじけず､ねばりづよく努力できるよ

　　引こなった

19 : 自信をもって生活することができるように

　　なった

20:夢をもって生活することができるｅうに

　　なった
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図１ 小３の身に付いた精神的な自立の力

(回答者805名　回答率75.2%)

図２　小６の身に付いた精神的な自立の力

　　(回答者779名　回答率47.9%)

図３　中３の身に付いた精神的な自立の力

　　(回答者799名　回答率37.3%)

図４　高３の身に付いた精神的な自立の力

　　　(回答数173名　回答率27.3%)

． －

　各学年で回答数、回答率は異なるものの、いず

れも項目19の「自信をもって生活することがで

きるｅうになった」が少ない傾向にあることがわ

かる。この調査は、動物飼育を行った子どもに限

定したものではないが､表１と照らし合わせてみ

ても子どもの自信の育ちはそれほど大きくない

という印象を受ける。

　（３）動物飼育で育つ精神的な自立の力

　子どもは、動物を飼育しながら、動物や友達、

自分とかかわる。また、「ウサギにさわれるｅう

になった」「ぼくがあげたキャベツをたべてくれ

た」「いっしｅにいたおもいでを、みんなの前で

言えたｅ」などのｅうに、触れあう段階、世話を

する段階､発表をする段階などにおいて、自分の

成長を感じられる場面、自分に自信を持てるよう

になる場面も多いと考えられる。

　例えば、愛知県額田郡幸田町立豊坂小学校は。

　「自己有用感をもち、たくましく生きる子の育

成」を研究テーマ（平成16～18年）としている

23）。そこでの自己有用感の見取りの指標（表３、

４）で表わされているように、「友達」を「生き

物」と置き換えることも可能である。つまり、友

達とも動物ともかかわる動物飼育は､自己有用感

を得る機会が多いのではないかと考えられる。そ

のため、動物飼育を行いながら、子どもの精神的

な自立を教師が視野に入れて支援できる可能性

は十分にあると考える。

表３　豊坂小学校の自己有用感見取りの指標

　　　　　（低学年）自分を見つめる
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表４　豊坂小学校の自己有用感見取りの指標

　　　　　（低学年）友達とかかわる

IV　動物飼育の現状と課題

　(１)動物飼育をめぐる問題点

　動物飼育によって自分に自信をもち、自分を大

切にできる子どもを育てられるとした場合､当然

配慮しなくてはならないことは、子どもが扱う動

物についてである。

　動物のもたらす社会的･情緒的効果も、教科上

の教育効果もともに動物が適切に管理･飼育され

ていることが大前提であり、多大なストレスが加

わる飼育環境に置かれた動物からは､決してどの

ｅうな効果も期待できない24)とされる。

　しかし、現在の飼育動物の現状の主なものをあ

げると、須田沖夫（獣医師）は、

１．飼育者側の知識不足にｅる問題

　１）生まれたばかりの赤肌のウサギを病気と思

　　い、埋めてしまう

　２）ウサギが異常繁殖し、環境悪化で死亡する

　　個体が増加する

　３）正しい知識をもって、子どもに説明できる

　　先生が少ない

２．予算不足による問題

　１）餌が買えないため、教師がウサギを殺害す

　　る

　２）傷病の治療費が計上されないので、手当も

　　せず、放置する

　３）飼育小屋の修理ができない

３．不適切な管理による問題

　１）夜間、犬などに襲われ、ウサギやニワトリ

　　が殺された

　２）だれが、いつから動物たちを飼育している

　　のか誰も知らない

　３）動物の体が汚れていて、気軽に触れたり、

　　抱いたりする気が起らない

25）と述べている。中川美穂子は、この他、動物に

接する児童、学校、行政の考え方26）にも問題が

あるとしている。獣医師会のまとめにおいても、

動物飼育の担い手、飼育動物の選定及び飼育施

設･設備について問題視されている。中でも、「教

員が動物飼育に対する使命感を持っていても、動

物飼育に対する知識が乏しければ､不適切な飼養

管理により動物が健康状態を損ね､過繁殖の結果、

狭い小屋の中で動物間の争いが起こる等､飼養環

境を悪化させる事例も見られる。」27にとを報告

している。

　例えば、各小学校でｅく飼育されるウサギは、

雄は生後４～９ヵ月、雌は6～10ヵ月で繁殖可

能になる。一匹のウサギで一回に4～10匹、一

年に８回まで子どもを産むことができる28）ため、
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相当飼育環境に配慮しなくてはならない。また、

ウサギは一匹の雄に対して複数の雌で生活する

ことが本来の姿であるから､雄が複数匹いれば闘

争が絶えなくなる。「オス同士の争いで瀕死の重

傷を負ったウサギ」を救うことから生命の尊さを

感じたという実践例29）がある。しかし、学習指

導要領には地域の獣医師と連携して､動物の適切

な飼い方についての指導を受けたり、常に健康な

動物とかかわったりすることができるｅうにす

る必要がある30）ことが明記されている。さらに、

人と動物の関係についての研究者である横山章

光は､動物を介在させた教育の目的の一つに､「動

物との付き合い方を学ぶ」ことをあげている。こ

の「動物との付き合い方」とは、動物にとっての

快・不快のサインを知り、「相手の立場に立って

考えること」、「動物福祉」について学ぶことであ

る31）としている。また､動物の性質を理解して、

適切に飼育できない場合には､逆に動物虐待を教

えることにもなりかねない32）と指摘する獣医師

もいる。動物の生命を脅かすような飼育方法では、

動物との付き合い方は学べないであろう。つまり、

子どもと関わらせる動物は､適切な環境で飼育さ

れている､健康な動物でなくては効果が得られな

いといえる。

　（２）動物飼育の意義を見直す

　教育にとって重要な効果が得られる動物飼育

の問題点は、動物の命に関わるだけに重大と言え

る。しかし、問題点の大きさから、動物飼育を避

けることがあってはならない。

　子どもの体験の減少が指摘される中､小原秀雄

は、人工的な空間と文化に囲まれている「人間の

しぜんさ（ナチュラルさ）」問題に注目し、人間

としての子どもの＜自然さ（ナチュラルさ）＞を

回復していくには「動物とのコミュニケーション

的かかわり」が重要である33）という指摘をして

いる。また、動物飼育は、実際に動物を見て、触

れ、においを嗅ぐなど､諸感覚を活用する体験活

動である。その体験活動を活動しただけで終わら

せるのではなく、自己と対話しながら、文章や言

葉で伝え合う中で他者と体験を共有し、広い認識

につながることを重視する必要がある34）。

　近藤卓は、子どもの体験の減少のうち、特に身

近な信頼できる大人との間で、幼いころから繰り

返し行われるべき、「体験の共有」と「感情の共

有」が不足している35）という。また、日々誰も

が行う五感を通じた体験を、誰かと一緒に体験す

ることが少なくなっているという点に気付く必

要があるとしている。近藤がさらに述べているｅ

うに、誰かとの「体験の共有」や、それに引き続

く「感情の共有」があって、はじめて自分自身の

思いや感じ方を確認することができるならば､決

して一人だけでは成立しない動物飼育の意義は

さらに高いものになると考えられる。動物飼育は

友達やクラスの仲間、教師、学校全体、家族、地

域の獣医師などと協力して行うものである。その

際に、子どもも大人も「ウサギはあったかいね」

　「おなかがいっぱいなのかな皿今日は元気かな」

　「きれいにそうじしてあげｅう」など､折にふれ

て体験と感情を共有し合う。そうすることで､子

どもは他者とわかり合えたと思い､自分を分かっ

てもらえるという思いも得るであろう。また、「ウ

サギのおせわができるｅうになった」「だっこで

きるようにやってみよう」などといった体験を積

み重ねることにｅり、自分への自信も生まれ､動

物を思いやりながら飼育することができると考

えられる。

Ｖ　おわりに

　平成20年の１月の学習指導要領の改善につし

ての答申において、生活科では

第２の内容の（７）については、２学年にわた

って取り扱うものとし、動物や植物へのかかわ

り方が深まるよう継続的な飼育､栽培をおこな

うｅうにすること
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36）が指導計画の作成時に配慮するものとして述

べられた。特に「継続的な飼育、栽培」を行う際

には、現在よりも明確な指導目的が必要になって

くるだろう。

　生活科での動物飼育は、子どもたちの生活体験

の不足を補い、感情と体験を共有できる場である

といえる。そこから得た自己への自信や責任を感

じさせるｅうな支援を教師が行うことで、自他の

生命を大切にし、ｅり生命を尊重できる子どもの

育成が可能になるのではないだろうか。

　しかし、各学年、各学校に応じた動物の選定や

各学校の予算、現在飼育している動物の管理、死

と向き合わせる際の留意点など､課題は多い。今

後は、そういった動物の生活環境、つまり動物の

福祉も視野に入れた動物飼育活動を実践するた

めに必要な手立てを考えたい。
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